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令和２年度スタート！ 合同計画学校訪問

コアティーチャー
ネットワークプロジェクト

「学びの組織活性化」推進プロジェクト

フレッシュ研修

今年度も「 『主体的・対話的で深い学び』 の実現
による学力向上プログラム」に基づき，コアティーチャ
ーネットワークプロジェクト部会を開催します。この会
は，地区内の先生方と管内指導主事でチームを編成
し，モデル授業の構築等に取り組むことで，より質の
高い指導力を身に付けることをねらいとしています。
今年度は，管内の小学校14人，中学校14人の先

生方を委嘱し国語，算数・数学，
外国語活動・外国語科のモデル
授業づくりに取り組んでいきます。
秋にはオープンサポートで公開
する予定です。

今年度， 日置地区には，小学校に12人，中学校に
６人，計18人が新規採用教員として赴任しています。
６月３日（水）日置市中央公民館を会場に教科指導
の研究授業研修を実施しました。先輩教員による授
業を収録したＤＶＤの視聴を通した授業研究を行った
り，普段の学習指導や学級経営について課題に感じ
ていることについての解決策について話し合ったりす
る活動を通して，新任教員としての資質向上を図り，
実践意欲を高めました。
今後も，新型コロナウイルス感染拡大

防止に十分配慮した形で他校種参観研
修，道徳の研究授業業研修，特別活動
の研究授業研修を実施していく予定です。〔昨年度の部会の様子〕

各学校の組織的かつ総合的な学力向上に向けた取組の充実や「主体的・対話的で深い学び」の視

点による授業改善を充実させるために「『主体的・対話的で深い学び』の実現による学力向上プログラ
ム」が３年目を迎えました。その学力向上プログラムの重要な柱の一つとして，学校の「学びの組織活
性化」推進プロジェクトが位置づけられています。本プロジェクトでは，教育事務所単位の実践校，市
村単位のモデル校として中学校を指定し，校内研修を通して，
学校の学力向上推進体制の整備を図ったり，「主体的・対話的で
深い学び」の実現を目指した研究授業・授業研究を行ったりして
います。
今年度は，実践校としていちき串木野市立生冠中学校，モデル

校として日置市立吹上中学校，いちき串木野市立串木野中学校，
三島村立三島竹島学園，十島村立小宝島中学校を指定し，研究
を深めているところです。

今年度の年度当初学校訪問は，新型コロナウイルス感
染防止対策のために実施できませんでしたが，５月下旬
より合同計画学校訪問（悪石島小･中，照島小，吹上中，
花田小，湯田小，平島小・中，市来小）を実施しています。
今回の訪問で，各学校のグランドデザインを基に，確

かな学力の定着や生徒指導の充実，健やかな心身を育
む保健・体育指導等，児童生徒の実態や地域の特色を
生かした教育活動が積極的に展開されていることを感じ
ることができました。
本地区の子供たちが将来の夢を描きつつ，目標実現に

向けた能力を身に付け，発揮できる姿が期待できる学校訪問でした。 〔日置市立湯田小学校〕

〔十島村立小宝島中学校の研修の様子〕



７月４日（土），いちき串木野市いちきアクアホー
ルにおいて，地区内の小中学校・高校・特別支援学校
ＰＴＡ正副会長等役員の方々や教職員計71名の参加の
中，研修会が開催されました。
講師の髙﨑恵さん(オフィスピュア/ワークショップ

デザイナー)は，「男女共同参画社会の形成の促進に
ついて」を演題に，ワークショップの手法を取り入れ
ながら，男女共同参画の意味や同調圧力，自己肯定感
等，様々な切り口で，広く人権教育や家庭教育の重要
性について話されました。
講演後，参加者からは，

「勇気をもらった」「子
供たちと向き合い，一緒
に考えていきたい」など
前向きな感想が多く聞か
れました。今後のＰＴＡ
活動に期待しています。

日置地区養護教諭等研修会

人権教育総合推進地域事業

日置地区ＰＴＡ正副会長等研修会

日置地区小・中学校道徳教育研修会
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日置市が平成30年度から文部科学省の研究指定を
受け，日吉地域で３年間取り組んできた｢人権教育総
合推進地域事業｣の総括として，６月25日(木)に日吉
小で，26日(金)に日吉中で研究授業が行われました｡
当初，研究公開の予定でしたが，新型コロナウイ

ルス感染症の拡大防止のため，校内のみの研究授業
を行いました。日吉小は４年学級と特別支援学級が
日吉中は２年学級がそれぞれ，総合的な学習や道徳
科の授業を通して，人権について学ぶことができま
した。授業も大変工夫されており，子供たちも積極
的に意見を述べるなど，深まりのある人権教育の学
習となりました。
今後は，研究の成果を

冊子にまとめた後，管内
小中学校等に配布を予定
しているとのことです。
各学校においても，研究
成果が人権教育の実践に
生かされることを強く期

待しています。 〔授業の様子〕

６月26日(金)，日置市立上市来小学校，上市来中
学校において，地区小・中学校道徳教育研修会を開
催しました。(教職員参加者37人)
「豊かなかかわりを通して，よりよく生きる力を

高める道徳教育の在り方」という研究主題を基に，
両校とも特定の価値を押し付けるのではなく，子供
一人一人が考え，議論することで多様な考え方や感
じ方に接し，よりよい生き方を志向していく道徳の
授業が展開されており，大変有意義な研修会となり
ました。今後も各学校において，道徳教育の充実を
お願いします。

６月17日（水），日置市中央公民館において，日
置地区養護教諭等研修会を開催しました。
新型コロナウイルス感染症防止対策において，児

童生徒がこれまでに経験をしたことのない日常生活
や学校生活を送ることによる悩みや不安を抱えてい
る児童生徒に対して，具体的なカウンセリングの技
法や進め方につい
ての講話がありま
した。
全ての子供たち

が安心して学校生
活を送ることがで
きるよう支援体制
を整え，積極的な
対応が図られるこ
とを願います。

〔講義の様子〕

〔小学校での授業の様子〕 〔中学校での全体会の様子〕

〔講義の様子〕


